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この作品の最大の挑戦は、「モダニズム的価
値観の中で切り捨てられてきたさまざまな木造
要素の再評価」である。たとえば300角のスギ
大径柱と並行弦トラスによる2方向合成ラーメ
ン構造は、ピン接合かつ大径材の「太さ」の
利用により、各接合部の納まりを無理なく簡易
なものにしている。また柱脚部の足固めは、中
世以降の日本建築の貫を再解釈し木の曲げ
耐力を生かしている。これらの構造から必然的

　一方、温かさや懐かしさなどの情緒的なイ
メージは慎重に避け、木造の親密さを異なる
かたちで実現している。たとえばポリカ天井のシ
ンプルな納まりや、押縁を多用した欄間など、自
分たちで手を加えられるという気軽さ・身近さは、
これもまた木造が本来持っている「空間への
参加性」の再発掘といえる。
　何かと木造がもてはやされる昨今の風潮に
一石を投じる、秀逸な作品である。（冨永祥子）

に生まれたトラス内や床下の空間は、空気層
や空調・照明設備スペースとして有効活用し
ている。
　本来、木材は性能や形にばらつきがあり、木
造ではそれを受け入れるための冗長性が必須
である。「最小断面の部材」「無駄のない合理
的な空間」ではなく、太さや余剰空間を肯定し
使い倒す、という思想が、この建築では隅 ま々

で行き渡っている。

選 評

JASスギ製材
300×300

ピン柱（軸力のみ）

ピン柱
（軸力のみ）

植栽（日照調整）

汎用金物によるピン接合で柱に
曲げモーメントを伝達するトラス梁。

バックヤード

諸室

執務室
足固めで柱脚を拘束

設備機器

空気層

空気層

床下空調

ライトシェフルフとして日照取得

9505,460
10,050

1,8201,820

▽1FL GL＋609

▽GL±0

▽基礎下端GL-690

▽2FL GL＋3,559

▽最高高 GL＋7,415
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設備機器

トラスによって生じた1,000mmの梁成を活用
し、設備機器を設置。また、空気層とし、屋根か
らの日照熱負荷を軽減するバッファーとして
も利用。天井を透光性の波板とし、ライトシェ
ルフとすることで、室内に明るさを届け、昼間
の照明への依存度を下げる計画。

足固めのために必要な床下懐を床吹出空調のチャンバーと
して活用。

太い柱の可能性

都市の論理と森の論理
戸塚駅近くに立つ、建設と不動産を営む企業の社屋である。発注者の企業は地域に根付きながら木造
住宅の共有を手掛けていることもあり、木造に対する造詣が深く、社屋の設計に際しても、木造での
現代的な提案を伴った計画が要望された。
現在の木造は、水平力を筋交や耐力壁で負担する軸力系の架構を前提に、設計指針、構造形式、法体系、
材料の生産、流通、建設技術などが組み立てられている。そんな中、多くの先達によって、かつて日
本の木造の歴史に存在していた曲げ系架構の可能性についての探究が行われてきた。構造家の増田一
眞は、軸力系の架構では木という素材の力学特性が一部しか使われていないと指摘し、その性能を十
分に引き出すためには曲げ系架構について検討することが重要だと述べている。
木材の持つ性能を引き出すことは、どんな建築の姿につながるのか。本建築は、そんな興味とともに
意匠設計者、構造設計者、施工者、製材所、木材供給業者などが議論や試行を重ねた結果の一つである。
その過程で学んだのは、木材には森林運営や製材、規格、流通など、「建設の手前」にも多くの議題
があるということ、そして森林資源を用いて建設される木造建築は、その建築単体としてだけでなく、
こうした森林運営、木材産業との連関の中に立ち上がるものだと捉えることの重要さであった。
昨今、木造建築に対する注目は高まるばかりで、さまざまなチャレンジの事例を見ることができる。
耐火や大規模高層など、かつて「木」が不得意としていた分野でも技術開発が進み、ますます活用の
幅が広がっている。ばらつきのある自然素材として、寸法安定性の確保や強度性能の確認といった定
量的な扱いの難しかった木という素材の難点を克服すべく、大断面集成材や CLT といったエンジニ
アードウッドの開発も活況で、木は「どこでも同じ性能が確保できる」現代的な建材の仲間入りを果
たそうとしている。これらは、ニーズの高まる都市の木質化に向けて、木という素材に「都市の論理」
を当てはめる方向の発展だということができる。一方、中小規模木造や地方都市での木造については
「森の論理」から組み立てられる建築の姿に、現代の技術を活用していく方向も重要だといえる。

太さと幅
本計画では、森林で樹木が伐期を逃して大径化しているという現状を鑑み、300 角の大径製材とピン
接合によるトラスを用いたラーメン構造を採用している。300 角、長さ 7.2m の柱を 1820mm ピッ
チで 11 本並べ、そこから梁間方向、桁行方向に水平力を伝達するトラスを組んで架構を構成した。
トラスを用いるとスパンを広げることが可能となるため、事務所としての機能性担保にも都合が良い。
従業員数や組織構成の変化とともにある執務空間はフレキシビリティを持っていることが望ましく、
本計画では 3 間（5,460mm）×7 間（12,740mm）の空間を確保している。また、トラスにすると梁
成が大きくなるので、その部分を空気層として屋根からの日照負荷を中和するバッファーとし、環境
調整機能を担う場として使用している。さらに、このバッファーをライトシェルフとしても利用し、
室内に明るさを導き、照明負荷の軽減に役立てたり、設備機器スペースとして利用したりと、梁成が
大きくなることが、さまざまな効用をもたらしている。注脚部もまた、根固めのためのスペースを空
調のチャンバーとして活用した。二階床はトラスの下弦材レベルに計画し、斜材の隙間から上下に視
線を通すことで、緩やかなズレが生じ、スキップフロアのような関係性を生み出している。

重心をつくる架構
振り返ってみると、太い柱とトラスによって構成された軸組が建物に重心をもたらし、そこを手がか
りにさまざまな要素を引っ掛けていくように設計を進めることができた。かつての民家にあった大黒
柱や大きな曲がり梁のような中心性や象徴性を帯びているわけではないが、しかしヒエラルキーがあ
り、建物にまとわりつく具体的な事物をまとめる拠り所として、架構が存在している。
剛接合を簡単につくることができる鉄骨造や鉄筋コンクリート造であれば、柱と梁などの「線」だけ
でラーメン架構が成立するが、木造の場合はトラスや根固めといった、さまざまな部材の絡まりあい
や、それによって生じる「幅」が必要となる。シングルラインで描ける抽象的なイメージで建築や架
構を思考すると、こうした幅はノイズとなるが、具体的な幅や厚み持った部材や接合方法などを引き
受けることで、こうした「幅」を設計の手がかりとする「ダブルラインの建築」を描くことが可能となる。
その結果として、社会や産業の仕組み、その変遷など、多くの連関の中に立ち上がる建築のあり方に
近づくことができたのではないかと考えている。

トラス梁により、ピン接合で曲げモーメントを伝達する。梁成によって生じた空間を環境調整機能や設備機器スペースとして活用。

JAS スギ製材 300 角とトラス梁 透光性のあるポリカーボネート波板で天井懐を囲う 西面は外壁と居室の間にバッファーを設ける

300mm角の柱を 1820mmピッチで並べる
断面図 3

奨励賞
構造｜木造

階数｜地上2階

敷地面積｜499.26㎡

建築面積｜185.82㎡

延べ面積｜222.84㎡

竣工年｜令和5年

山田

伊藤

設計担当者

伊藤 暁｜伊藤暁建築設計事務所、東京建築士会

事務所／神奈川県横浜市

戸塚の社屋

共同設計者
山田憲明｜山田憲明構造設計事務所
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1 西側外観。ラーメン構造のため道路側に
は耐力壁が無く、街に開かれたファサー
ドを形成

2 1階執務室。300mm角の柱を1820mm
ピッチで並べる。トラスによって3間×7
間のフレキシブルな空間を実現

3 トラス梁により、ピン接合で曲げモーメン
トを伝達する。梁成によって生じた空間を
環境調整機能や設備機器スペースとして
活用

写真撮影1・3…TakeshiYAMAGISHI
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